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ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

経済学部 2 年 男子学生 

今回、私はワシントン大学夏期語学研修としてワシントン大学の STEP というコースに参加して多くの

ことを学ぶことができた。現地の生きた英語はもちろん、生活の中でも様々な文化の違いも実感しまし

た。 

まず語学に関して、そもそも私は英語を学びにいったのですが、それ以上のものを習得することができ

た。授業はあらかじめ筆記、口頭で行なわれた小さなテストの結果に適したクラスに振り分けられてい

るので、学力の問題はなく、またそれぞれのクラスの担当の先生たちは全員明るく陽気な方々なのでと

ても接しやすく、楽しかったです。私のクラスの先生もとても陽気な方でした。シアトルならではなの

か、先生と生徒の多くがスターバックスのコーヒーを飲みながらの授業でとても新鮮な感じがした。授

業では、英語を使った簡単なゲームから日本では学ぶことができないであろう言い回し、イディオムを

多く学習した。授業の中でフィールドトリップも行った。観光名所を数人のクラスメートとまわり、調

査して課題をこなしていくものである。勉強をしながら観光名所をまわることができ、おもしろかった。

ある日には、学校内にある美術館を訪れたり、またある日にはレーニン像やトロルといった有名な像も

みることができた。また、最後には 3、4 人のグループに分かれてプレゼンをしなければならない。それ

ぞれのグループがアメリカの文化についてテーマを決めて、それについて実際にアメリカ人に聞いて調

査する。多くのアメリカ人と話すことができてすごく楽しかった。海外の方は陽気な人が多かったので

とても話やすかったです。ただ、STEP の魅力は授業だけではないと思う。授業は、基本的に午前中で終

わるものだが、週に数回午後にアクティビティが催される。このアクティビティではシアトル市内やそ

の他の市内を観光することができる。普段では行くことのない美術館なども訪れた。訪れた中でも私が

最も印象に残っているには、スターバックスの 1 号店です。シアトルはスターバックスの発祥の地でも

あり、市内には数多くのスターバックスがあります。このスターバックスの 1 号店には以前から気にな

っていたので今回行くことができて、非常に嬉しかったです。また今回、私はこの語学研修するにあた

ってホームステイを選択しました。実際の家庭にお邪魔してアメリカの生活するということは普段でき

ないのでとても貴重な経験をすることができた。朝食をコーヒーだけで済ませたり、昼食としてバナナ

を持たせてくれたり、週に一度でまとめて洗濯したり、浴槽にみずをためなかったり、日本で生活して

いては感じることのない文化の違いを感じました。特に、今回文化の違いで驚いたのは親切な人が多か

ったことです。店員さんも笑顔で話しかけてきてくれました。また、ドライバーさんが歩行者に対して

とても優しかったです。私が横断歩道を渡ろうとする前から笑顔で待っていてくれました。私も日本で

通行人に対してもっと優しくしていこうと思いました。今回の語学研修でこれまでに味わったことない

経験を数多くすることができました。 

この研修に参加して、英語に少し慣れることができ、さらに人間として成長することができました。ま

たどこかに留学したいと思いました。 

 

 

 

 



 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して   経済学部 2年 女子学生 

 

今回、ワシントン大学夏期語学研修に参加し、日本では体験することができなかったことをたくさん

経験することができました。午前は大学で授業を受け、午後はフィールドトリップに参加したり、友人

とシアトルの街を観光したりしていました。午前の英語の授業ではアメリカの文化や慣習を学んだり、

映画を観たりしていました。映画の中では知らない単語、熟語がたくさんありもっと勉強しないといけ

ないなというふうに感じました。それでも、英語でしか交流することができない状況に置かれ、ヒアリ

ングやスピーキング能力は高められたと思います。また、午後の自由時間ではワシントン大学の学生さ

んたちがシアトル観光をしてくださりました。ワシントン大学の学生さんと触れ合ったり自分たちだけ

では行くことが難しかったりするところに連れて行っていただきとても楽しかったです。また、自分た

ちだけでシアトル観光をしていた際に道に迷って尋ねた際にはシアトルの人たちは優しく丁寧に教えて

くれとても助かりました。 

 次にシアトルで一番素敵だと思った場所はチフリーガーデンです。ガラスでできた展示品が屋内、屋外

に置かれておりライトであったり太陽光であったり光に照らされてガラスがキラキラと輝いている様子

はとても綺麗でした。また近くにあるシアトルのラウンドマークであるスペースニードルがチフリーガ

ーデンから覗けるのでガラスの展示品とスペースニードル２つを同時に楽しめてとても楽しかったです。 

たくさんの人と交流してみて、お店のレジでもう少し会話してみたかったな、レストランで美味しいか

聞かれた時に詳しく言ってみたかったななど自分の英語力が欠けていることを悔やむことが多くあった

ので、次に外国に行く際には英語の能力をさらにあげもっと交流していきたいなと思えるような夏期語

学研修でした。 

 

 

 

 

 

 



 

 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

 

経済学部 2 年 女子学生 

 

私は、ワシントン大学の夏期語学研修に参加しました。 

 

初めての留学で不安や緊張でいっぱいでしたが、それ以上に異文化に触れてかつ英語力を少

しでも向上させたいという思いが強かったです。 

航空券の手配からすべて自分でする必要があり、かなり大変で準備段階から嫌になることも

多々ありましたが、後から考えるとすごく自分にとっていい経験になったと思いました。 

初日にクラス分けテストをして 3週間同じクラスで過ごすことになりました。全体的にみて

日本人の割合が多いのにもかかわらず私のクラスでは授業中はみんなが常に英語を使って

いたので、自分も恥ずかしがらずに積極的に英語を使うことができました。授業は speaking

がメインでアメリカで生活していくうえで役立つ内容だったので、授業外でも現地の人に道

を聞いたりお店で軽い会話をしたりと授業で学んだことを直接生かすことができたのでよ

かったです。それに加えて、毎日授業が開始するとクラスメイトと 15分間の small talking

をしていたので次第にすらすらと英語で話せるようになっているのを直接感じることがで

きたのもよかったと思いました。午前中にクラスごとで授業をして、午後には週 2回自由参

加のアクティビティがありました。スタッフの人たちが引率してシアトルの観光地に連れて

行ってくれるので、迷わず目的地に到着できることはもちろん自分のクラス以外の人たちと

も交流でき、スタッフの人たちとも英語で会話する機会を得ることができたので参加してよ

かったと思いました。 

また、今回の留学中に小さなトラブルや困ったことが度々起こりましたが、たくさんの人た

ちに助けられて乗り越えることができました。特にワシントン大学の先生方やスタッフの

方々、現地の人々の優しさには本当に感謝しました。 

たったの 3週間という短い期間でしたが、アメリカで生活をしていくうちに色んなことを学

ぶことができましたし、日本ではできないようなたくさんの貴重な経験をすることができた

ので本当に今回の研修に参加してよかったと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

「ワシントン大学夏期語学研修に参加して」 

国際商経学部 1年 女子学生 

 私はこの研修で、日本の外に出ることが初めてだった。それに加え、すべて英語での寮や研修の申請

や、事前にされたテロや盗難に関する注意喚起によってかなり動揺してしまい、出国の際は不安で泣き

そうになった。寮に着いてからも、一人部屋であること、食事が付いていないこと、ドライヤーが付い

ていないことなどに初めて気付き、情報収集をおろそかにしたり、自分の常識に囚われて行動していた

ことを後悔した。 

 だが初日から早くもそういった緊張や不安はほぐれ始めた。空港から大学までの道中、キャリーケー

スを持って階段を上っていれば必ず男性が声をかけて運ぶのを手伝ってくれ、自分でキャリーケースを

一番上まで運んだことはほとんどなかった。また、道に迷ってしまっても、近くにいた人に声を掛けれ

ば丁寧に教えてくれたり、相手側から「大丈夫ですか？」と声をかけてくれたこともあった。アメリカ

の人々の温かさにたくさん触れることができたのは嬉しかったが、話している最中に言いたいことをう

まく伝えられないもどかしさや、一回ではうまく聞き取れず何度も聞き返してしまった申し訳なさを感

じ、それは悔しさやモチベーションに変わっていった。 

 授業が始まれば、本当にあっという間の３週間だった。クラスメイトが１７人中１７人日本人だった

ことはがっかりしたが、その分友達は作りやすく、料理がおいしかったレストランや、低価格でご飯が

買えるスーパーの名前など情報交換をしたり、午後からのアクティビティに一緒に行ったりするなど、

友達の輪を広げることができた。全員日本人とはいえ、全国から来た英語の勉強を頑張っている人たち

と授業内で意見を交換したり、午後の時間を共に過ごしたりすることで、それぞれの研修への取り組み

方や向き合い方を見て、自分の経験値の低さ、知識の乏しさ、チャレンジ精神の無さを痛感した。また、

授業に関してはすべて英語で行われ、ペアに負けじと発言することや先生と会話をすることで、自分の

英語を少しずつ確立していくことができた。最終プレゼンテーションのためにシアトルの人々にインタ

ビューしたことも貴重な経験だった。私のしどろもどろな英語に困惑させてしまい、また、時間をかな

り取ってしまったが、どのように効率的にインタビューを進めるか、限られた時間内で回答者を待たせ

ずいかに簡潔にメモにまとめるか、毎回考えてインタビューを行うことで次第にスムーズに行えるよう

になり、数日間で成長したのを実感できた。 

 何個も英語の文章を今までに読んだことはあるし、語彙力を伸ばそうと今までにたくさんの単語を覚

えてきたが、会話力をのばすには、会話の練習をしなければならない。いくら文章が書けても、読めて

も、それを聞き取ったり、自分の言葉にすることとは全然違う。そんなことはわかっていたつもりだっ

たが、今回の研修で改めて感じたし、そういった実用的なトレーニングが自分には欠如しているのだと

知った。担任の先生も「使わなければ廃れる」と言った。この経験を無駄にせず、さらに英語力を伸ば

していくために、上記の努力を怠らないようにしたい。 

 

 

 

 



 

 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

 理学部 2年 女子学生  

 

 私は高校１年生のときにイギリスのサマースクールに参加した経験があり、語学力を磨いてから再び

留学したいと考えていたので、大学で研修の存在を知って申し込みました。ワシントン大の研修は平日

は授業、土日はお休みと自分で予定を自由に立てることができたので、語学力を試してみるいい機会だ

と思ったからです。 

 私が入国して最初にしなければならなかったのは、プリペイド SIMの契約でした。お店の人がすごく

親切で広告に載っていない安いプランを勧めてくれたので約 4000円で電話も使えるようになりました。

初めてアメリカできちんと英語で会話をしたのがこのときでしたが、私の拙い英語でもしっかり聞き取

ってもらえたので自信になりました。 

 研修中は割と言語の面はスムーズに進みましたが、トラブルもありました。私は、休日にカナダのバ

ンクーバー、ヴィクトリアに行ったのですが、ヴィクトリアからシアトル行きの水上飛行機が欠航にな

ってしまったのです。その日は他の便に空きもなく帰れなくなりそうなところで、同じ飛行機に乗る予

定だった家族連れにポートアンジェルス経由で帰る方法を教えてもらい、さらにレンタカーの同乗まで

提案してくれました。結局、同乗はお断りしましたが、船の出発 15分前に出国手続きをするぐらいバタ

バタの中、帰ることができました。船の中でも、地図をくれたり、入国手続きをスムーズにうける方法

を別の人にも親切に教えてもらえました。問い合わせなど電話をすることもあり、かなり英語の勉強に

なり、度胸がついた経験でした。 

 また、授業はレベル別で、私は英会話が割とできる人が多いクラスでした。授業中は英語しか話せず、

教養以来の半年間、英語に触れていなかったので、初めは久しぶりの英語で最悪でした。ですが、話す

うちに少しずつ言葉が出るようになってきて、たった 3週間でも会話力が上がっていくのがわかり楽し

かったです。クラスにチリ人がいて、スペイン語訛りの英語を話すので初めは意思疎通が難しかったの

ですが、彼女の訛りに段々なれてきて楽しく話せるようになったのも面白かったです。しかし、最終課

題だったプレゼンでは緊張してしまい、自分でも気づくレベルで文法ミスを連発したので、人前で落ち

着いて英語を話すことの難しさを知り、これからの課題をみつけることができました。 

アメリカの人々はすごく親切で、ユーモアがある人が多いです。困った素振りをしていると、誰かが

声をかけてくれるし、知らない人でも話し込んだりします。一方、大学の近辺でも怖い人がいたり、観

光地でもたった一つ信号を渡っただけで雰囲気がガラッと変わってしまいます。アメリカ人の優しさと

フレンドリーさに感動すると同時に、日本の治安の良さ、街の綺麗さを再確認しました。この研修を通

じて少しコミュニケーションが得意になった気がしますが、自分のいいたいことをうまく英語に変換す

ることができず、もどかしかったので、これからも日本で英語をたくさん勉強して、成長してからアメ

リカを訪れたいです。 

 

 

 



 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

看護学部 1年 女子学生 

 

1. はじめに 

今回 8 月 25 日から 9 月 14 日までシアトルに滞在し、ワシントン大学の語学研修プログラムに参

加しました。その体験やシアトルでの私の生活について書きたいと思います。 

 

2. ホームステイ 

私のホームステイ先は芸術家のお年寄りの女性と 1 匹のチワワの家でした。個室を与えて下さり、

夜など個人の時間を確保することも可能でした。ベジタリアンのホストマザーが作る料理は魚やパス

タがメインであることが多く、ヘルシーだと感じました。お洒落でとても美味しかったので毎日今日

の晩御飯はなんだろうな、と楽しみに帰っていました。年齢のこともあり、一緒に外出する機会は少

なかったですが、一緒に散歩をしたことやアイスクリームを食べながらテレビで映画を観たりしたこ

とは大切な思い出です。 

 

 

3. 学生生活 

ワシントン大学は一つの都市だと錯覚するくらい広く、建物が美しい所でした。シアトルの人もワ

シントン大学を誇りに思っており、大学のグッズを身につけていると「通っているの？」とバスの中

で嬉しそうに話しかけられるということもありました。 

授業は初めのリーディングとスピーキングのテストで３つのレベルに分けられました。スピーキン

グが重視されていたので、会話力がこのプログラムに必要だと思います。今回のプログラムはほとん

どの参加者が日本人だったのですが、私のクラスは 1人だけチリ出身の女の子がいました。そのため

日本人同士でも英語で話すことがあり、他のクラスよりも英語を使う機会は多かったと思います。授

業でもディスカッションの時間を多くとり、英語で説明しなければならない場面が多かったです。ク

ラスでのフィールドトリップや休み時間のお菓子タイムなどでクラスメイトとも仲が深まり、最後の

クロージングセレモニーは寂しくて仕方ありませんでした。 

三回おかわりしたホ

ストマザーのご飯 

ホームステイ先からの絶景 



 

4. シアトル市内 

シアトルの人は会話好きで親切な人が多いです。健康志向の人も多く、イメージしていた肥満体型

の人がいっぱい、ということはありませんでした。道も大きく外れない限りは治安が良かったです。

ワンピースやカラフルな服を着ているお洒落な人が多く、無地の Tシャツにジーンズといった服しか

持って行かなかった私が逆に浮いてしまうほどでした。また、朝がカーディガン一枚では耐えられな

いほど寒く、現地で上着を買い足したのですが、あの上着に朝何度凍死の危機を救われたことかわか

りません。 

 休日になると友達とシアトルタワーやダウンタウンに遊びに行き、買い物をしたり食べ歩きをした

りするなど充実した週末を送ることができました。三週間でほとんどの観光スポットは回ることがで

きたと思います。その中でもおすすめは大学のアメリカンフットボールチーム、ハスキーズの試合観

戦に行くことです。観客が大学の Tシャツを身に着けて来るため、会場が一面紫色に見えるのは見も

のでした。普段スポーツにあまり縁がなくルールも分からない私でしたが、大学のグッズを身に着け

て周囲に紛れ、見よう見まねで応援することはなかなかできる体験ではないと思いました。 

 

 

私はこのワシントン大学のプログラムに参加して本当に良かったと思います。このプログラムで自分

の新たな課題を見つけることができ、志の高い友達が多くできることで自分の可能性を見つけること

ができました。全く違う環境で一からスタートすることで「こんなこともできるんだ」という新たな

発見も出来ました。この経験を生かして将来に役立てていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シアトルは生牡蠣がおすすめ 

チフーリアート

ミュージアム 



 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

看護学部 1年 女子学生 

 今回この短期留学に参加しようと思った理由は自分の英語のスキルを磨きたかったからである。３週

間はとても短く、学びの多い充実した日々だった。 

ワシントン大学では毎回の授業がとても充実しており、多くの学びがあった。授業のテーマは“アメ

リカの文化と言語”についてで、知識が増えるだけでなく自分の考え方・見方の幅が広がった。私のク

ラスの授業はオールイングリッシュでディスカッションがメインだった。授業が終わると翌日の授業で

取り扱う内容の資料が渡され、宿題として家で読み、翌日の授業でその内容についてクラスメイトと議

論した。その宿題の量が多かったので大変だったが、おかげでスピーキング力だけでなくリーディング

力も向上した。授業の最終課題として３人グループの班で、自分がアメリカの文化について最も興味を

持ったテーマを選び英語でのプレゼンテーションを行った。またプレゼンテーションの資料を集めるた

めに現地のアメリカ人に街頭調査も行った。 

 ホームステイでは、ホームステイ先の家族の方から親切にしていただき、私の拙い英語を一生懸命理

解しようとしてくれた。また日本文化に大変興味のある方で、家に茶道の道具があり、自分の茶道部で

の経験を生かしてお茶を点てた。とても喜んでくださり、日本の文化を共有できたことが嬉しかった。 

アメリカは様々な人種が存在しており、同じ英語を話していても考え方・生活スタイルを含む文化・

アクセントまでも異なっており、アメリカの多文化社会を肌で感じることができた。アメリカ人は自分

の意見をはっきり言う習慣があり、自分が何をしたいのかをはっきり伝えないといけない場面が多く、

相手の意向を尊重したりや空気を読むといった日本の文化との違いを感じた。アメリカ人との会話の中

でよく聞かれたのが私自身の考え・意見だった。普段私は友達との会話の中で聞き手に回ることが多く

自分の主張はあまりしない性格なため、いざ自分の考えを聞かれた時にすぐに答えられなかったり、ど

う英語で伝えたらいいか思いつかない時は“分からない”という答えで終わった時もあった。自分の英

語のボキャブラリーの無さと、聞き手ばかりではなく相手に自分の意見をはっきりと伝えることの大切

さを知った。 

他国の文化を知るならその国に赴くのが一番だと思う。今回の留学で、今までに本で得た情報とはま

た違った、新しい発見を多く得ることができた。留学に行ったことで国内だけにとどまらず海外に赴き

様々な文化を体験することの面白さに気づき、自分の将来のビジョンも広がったと感じている。今回の

自分にとって初めての留学で得たもの・感じたことを大切に、これからも自分の英語のスキルを磨き、

これからも海外経験を積んでいきたいと思った。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

ワシントン大学夏期語学研修に参加して 

                            看護学部 1年 女子学生 

 

 私ははじめ、部活の合宿と重なっていたことと他にも行ってみたいところがあったことから、この語

学研修に参加するか決めきれずにいました。そんな時に友達が誘ってくれて改めて両親にも相談し参加

を決意しました。 

 ワシントン大学のプログラムでは、初日に簡単なテストによりクラス分けを行うので，自分に合ったレベル

で英語を学べるため充実した授業を受けられます。午前中の授業ではもちろん文法も学びましたが、実際に現

地でよく使う日常会話や公共交通機関の使い方も教えてもらうなどとても楽しく学ぶことができました。また、

週 2回のフィールドトリップではパイクプレイスマーケットをはじめとしたシアトルの有名観光地を訪れま

した。プログラムがない時は友達と行きたいところに行ったり、ホストファミリーと過ごしたり、自分ひとり

で調べたり人に聞いたりしながら様々なところに行きました。どれも楽しかったですが、やはり一番心に残っ

ているのは自分ひとりでバスに乗ったり店員さんと話したりした思い出です。通学では朝のバス停に並んでい

た方と英語で会話し、たくさんの話を聞くことができました。そのように話しをしたり、実際の現地の様子を

見て過ごす中で、ただ英語を学ぶだけでなく今世界が抱えている問題についても考えさせられる場面が度々あ

り、とても大切な経験ができました。 

 英会話を学ぶ面ではホームステイを選択して本当に良かったと感じました。なぜなら、大学のプログラムに

は日本人が多かったためどうしても学校にいると授業中以外は日本語が出てしまうためです。ホームステイを

していれば学校から帰ってしまえば英語を使って会話するしかコミュニケーションをとる方法がありません。

その上、会話の中で英語を使うとなれば答えを頭で考えて止まっている時間もないので、自分が知っている知

識を絞り出したりボディランゲージを交えながら、何とかして伝えようとするしかありません。私はこれが英

語を上達させることに繋がる最適な練習方法だと実感しました。日本でひとりで机に向かって勉強するだけで

は、どうしても実際に英語が口から出るまでの時間が短縮されにくいと思うからです。だから、もし迷ってい

る人がいて機会があるならまずは短期間でもいいから絶対に現地に行ってみるべきだと伝えたいです。 

 私はこの 3週間のプログラムで多くのことを感じ学びました。そのなかで、痛感したのが自分の語彙の知識

不足、記憶の曖昧さでした。今まで受験勉強である程度の勉強はしてきていたかもしれませんが、分かってい

たとおりまだまだ知らない言葉が多いですし、知っていてもすぐに言葉にできなかったり理解するのに時間が

かかることが常にありました。英語圏本場に行かないと学べないことはたくさんありますが、リスニングや単

語、熟語の知識を増やすこと、発音を真似る練習など、日本にいてもできることもまだまだあります。この語

学研修という貴重な経験をさせてもらったことを忘れず、これからは常に英語から離れることなく、自分の夢

を叶えられるように努力し続けたいです。 

 


